
 

 

 

 
 

 

 

【協議事項】 

イ 中央区協議会（中地域分科会）推薦会の設置等について 

【区振興課】P.1 

 

【地域課題について】 

（１）三方原地区コミュニティ協議会からの要望について             P.7 

 

【その他】 

・富塚地区コミュニティ協議会からの要望に対する回答について 

【区振興課】P.13 

・萩丘地区コミュニティ協議会の認定について      【区振興課】P.15 

 

 

令和７年８月４日開催 

中央区協議会 

（中地域分科会） 

令和７年度 第４回中央区協議会

（中地域分科会） 

会議資料② 



 



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名  中央区協議会（中地域分科会）推薦会の設置等について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

 

現中央区協議会（中地域分科会）委員の任期が令和８

年３月３１日をもって満了するため、浜松市区及び区協

議会の設置等に関する条例施行規則第３条第３項の規

定に基づき、中央区（中地域分科会）協議会推薦会を設

置するもの。 

対象の区協議会 中央区区協議会（中地域分科会） 

内  容 

 

中央区協議会（中地域分科会）推薦会を設置するにあ

たり、推薦会設置要綱の議決をするもの。 

 

 

備 考 
（答申・協議結果を得たい時

期、今後の予定など） 

 

担当課 中央区区振興課 担当者 市川 伊豆美 電話 ４５７－２２１０ 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 

協議－イ 
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中央区協議会（中地域分科会）推薦会の設置等に関する要綱（案） 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、浜松市区及び区協議会の設置等に関する条例施行規則（平

成１８年浜松市規則第７７号）第３条第３項の規定に基づき、中央区協議会

（中地域分科会）推薦会（以下「推薦会」という。）の設置等について、必要

な事項を定める。 

 （委員） 

第２条 推薦会は、中央区協議会（中地域分科会）（以下、「地域分科会」とい

う。）委員５人で組織する。 

２ 推薦会委員は、地域分科会の指名に基づき選任する。 

３ 委員の任期は、推薦会設置の日から、令和８年３月３１日までとする。 
４ 推薦会委員は条例施行規則第２条第２項の規定による公募に応募すること

ができない。 
 （会長） 

第３条 推薦会に会長１人を置く。 

２ 会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長の任期は、委員の任期による。 

４ 会長は、推薦会の事務を掌理し、推薦会を代表する。 

５ 会長は、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときにその職務を代理す

る者をあらかじめ指名するものとする。 

（会議） 

第４条 推薦会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長が議長

となる。  

２ 会議は、委員の半数以上の者が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

４ 前項の場合においては、議長は、推薦会委員として議決に加わる権利を有

しない。 

５ 会議は公開とする。ただし、議長又は推薦会委員の発議により、出席する

推薦会委員の３分の２以上の多数で議決したときは、秘密会とすることがで

きる。 

６ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対し、会議に出席し

て行う説明又は助言、資料その他の協力を求めることができる。 

７ 会議の運営に関して、この要綱に定めのない事項は、地域分科会の会議の

例によるものとする。 
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 （庶務） 

第５条 推薦会の庶務は、中央区役所区振興課において処理する。 

 （細目） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

 

 

   附 則 

 この要綱は、○○年○○月○○日から施行する。 
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中央区協議会（中地域分科会）委員推薦会委員名簿（案） 

 
１ 推薦会委員                （五十音順） 

氏  名 役職 備    考 

  中央区協議会（中地域分科会） 委員 

  中央区協議会（中地域分科会） 委員 

  中央区協議会（中地域分科会） 委員 

  中央区協議会（中地域分科会） 委員 

  中央区協議会（中地域分科会） 委員 

 
 
２ 事務局 

 課名・役職等 氏  名 

区長 岡安 章宏 

副区長 豊田 周一 

区調整官 伊熊 規行 

区振興課 

課長 前野 隆典 

課長補佐 加茂 友幸 

副主幹 名倉 義典 

主任 市川 伊豆美 

主任 瀧口 大輝 
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令和７年７月９日 

中央区協議会（中地域分科会） 

会長  鈴木 義明 様 

 

三方原地区コミュニティ協議会 

会 長 鈴木 登志郎 

 

三方原協働センター附設体育館壁面収納折畳みステージの設置について

(要望) 

   

三方原協働センターの体育館には常設ステージが無く、毎回、別棟倉庫と体

育館の間に脚付き渡り板を３台（約 40kg/台）設置し、館内には養生シートを

敷き、ポータブルステージを 12 台（約 60kg/台）移動させて組立てて（12 人

で約２時間）います。 

ポータブルステージは購入から約 40 年が経過し、経年劣化により骨組みの

歪みや金属部の錆びが顕著でキャスターの動きも悪く、設置や撤去が円滑にで

きない状態となっています。 

また、ポータブルステージの高さ調節ねじ（１台につき６か所）を操作して

も床板に段差が生じてしまうため、使用時に利用者がつまずく危険性など怪我

への留意も必要となっています。 

さらに、サッシなどの段差が招く移動時の横転による下敷きやステージが二

つ折りの構造であることから骨組みで指を挟む危険性、脚付き渡し板設置時及

びポータブルステージ移動作業時に最低２名以上の労力が必要なことなどか

ら、女性や高齢者が多い利用団体ではステージの設置は嫌厭されています。 

三方原地区には 200 人規模の講演会や演奏会が開催できるステージ付きの会

場が少なく、当センターを利用する地域活動団体からは、附設体育館の大規模

改修に併せて壁面収納式ステージ設置の要望があり、設置と収納が各６分程度

と簡易に操作できる壁面収納式ステージが設置されることにより、体育館のス

テージ設置や撤去作業の負担や怪我の心配が軽減されます。 

したがって、講演会や演奏会として利用する地域活動団体の利便性が向上

し、地域の活動拠点となる協働センターの機能強化が図られ、地域住民の期待

に応えられることから下記のとおり要望します。 

 

記 

 

令和６年度以降先送りとなっている三方原協働センター附設体育館の大規模

改修工事の着工に併せて、体育館に壁面収納折畳みステージを設置すること。 
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三方原協働センター附設体育館にステージを設置する手順と収納の現状 

① 左：別棟倉庫 右：体育館        ②渡し板を設置し、ステージを移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

  
③倉庫から渡し板を出して設置        ④倉庫と体育館の間に 3枚設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

⑤倉庫内の格納状況（ステージ）       ⑥倉庫内の格納状況（渡し板） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡し板 

ステージ 

手を挟む 

手を挟む 

【要望】参考資料１ 
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⑦組立て時に手を挟みやすい箇所     ⑧キャスター部分 

 

 

 

 

⑨ステージ活用例 その１        ⑩ステージ活用例 その２ 
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【要望】参考資料２
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萩丘地区コミュニティ協議会の認定について 
 

中央区・区振興課 

 

１ 内容 

・ 行政区再編に伴い、新たに制度を設けた「地区コミュニティ協議会」について、下記

団体を認定したため、報告するもの。 

 

・ 市の認定を受けると、区協議会に委員を選出（R8.4 改選時）することができるとと

もに、市の附属機関である「区協議会」に対し、地域振興及び地域課題の解決に関す

る提案、要望、意見を述べることができる。 

 

２ 認定団体 

区分 項目 

１ 認定団体 萩丘地区コミュニティ協議会 

２ 構成団体 ・萩丘地区自治会連合会 

・地区社会福祉協議会３団体 

（葵・高丘地区、住吉・和合地区、萩丘中地区） 

・地区民生委員児童委員協議会３団体 

（葵・高丘地区、住吉・和合地区、萩丘中地区） 

・放課後等デイサービス はぐくみの家 

・子育て支援ひろば まんまのつぼみ 

３ 認定年月日 令和７年７月 28 日 

４ 活動地区 萩丘地区 
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